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募集

公益社団法人私立大学情報教育協会

ICT利用による教育改善研究発表会 発表募集のご案内

主　催：公益社団法人私立大学情報教育協会　　後　援：文部科学省(予定)

この発表会は、全国の国公私立大学・短期大学教員を対象に、教育改善のためのＩCＴ活用によるFD（ファカルティ・
ディベロップメント）活動の振興普及を促進・奨励し、その成果の公表を通じて大学教育の質的向上を図ることを目的
として、平成５年より実施しています。
優れた発表に対しては論文誌に掲載するとともに、文部科学大臣賞や協会賞を授与し、その教育業績を顕彰します。

これまで文部科学大臣賞５件、協会賞31件、奨励賞42件などを授与し、教育改革へ貢献しています。今年度より、中央
教育審議会の答申「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて」を踏まえ、能動的学修（アクティブ・ラー
ニング）※への双方向的授業、教室外の事前・事後学修などへの転換の研究発表を推奨します。
平成25年度の発表者を下記のとおり募集いたしますので、ふるってご応募下さい。詳細はWebに掲載します。
（ 中央教育審議会答申「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて」を参照下さい。

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1325047.htm）

日　程：平成25年８月上旬予定　　場　所：都内大学を予定 （詳細は後日、Webに掲載します）

発表会形式により優れた教育方法について選考します。
発表時間：１件につき20分（発表13分、質疑応答５分、機材準備２分）を予定しています。
発表方法：短時間で理解が得られるようプレゼンテーションソフト、情報機器、VTR等を使って発表いただきます。

（会場では液晶プロジェクター、スクリーンを用意します。）

■応募要件
以下の要件のすべてを満たしているものとする

（１）大学、短期大学の教員が主体の研究発表であること。
（２）個人・グループの取り組み、または学部・学科などの組織的取り組みであること。
（３）学部、学科の教育目的・目標の達成に寄与しているものであること。
（４）ＩＣＴの利用により教育改善が認められるもの。

■選考の視点
○ 問題の所在 教育上の問題点が明らかにされているか
○ 教育改善の目的・目標 ＩＣＴ利用による教育改善の目的・目標が明瞭になっているか
○ 教育改善の内容と方法 上記を踏まえ、ICTを利用してどのように改善しようとしたのか
○ 教育実践による改善効果 学修に関する教育改善の効果が客観的に示されているか

■選考の方法
書類選考：発表申込書について適格性を確認します。
１次選考：発表会の発表内容および発表抄録に基づき、２次選考の対象となる研究発表を選考します。
２次選考：研究論文と１次選考の発表を踏まえて、授賞を決定します。

■発表申込費と参加費
無料（加盟・非加盟に関わらず無料とします）

■申込みについて
申込締切　平成25年５月７日（火） （申込み方法は後日Webをご覧下さい。）

発表会ホームページ　http://www.juce.jp/LINK/houhou/

問い合わせ 公益社団法人私立大学情報教育協会事務局　TEL:03-3261-2798 E-mail: info@juce.jp

※


